
９
月
１
日
か
ら
第
10
回
中
国
百
科

検
定
試
験
の
申
し
込
み
受
付
が
始
ま

り
ま
し
た
。
大
阪
府
連
事
務
局
で
も

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
申
込
期
間
は

10
月
27
日
ま
で
で
す
。

大
阪
府
連
百
科
検
定
委
員
会
が
、

８
月
に
開
催
さ
れ
「
第
10
回
中
国
百

科
検
定
試
験
」
に
向
け
て
の
取
り
組

み
を
具
体
化
し
、
対
策
講
座
や
学
習

会
を
、
各
支
部
や
大
阪
府
連
が
企
画

実
施
し
ま
す
。

第
10
回
中
国
百
科
検
定
試
験
の
試

験
日
は
11
月
27
日
（
土
）
３
時
か
ら

50
分
間
で
、
試
験
会
場
は
中
央
区
・

大
阪
府
社
会
福
祉
会
館
（
地
下
鉄
谷

町
線
谷
町
６
丁
目
下
車
８
分
）
で
す
。

検
定
コ
ー
ス
は
初
級
、
３
級(

も
の

し
り
コ
ー
ス)

、
２
級(

中
国
通
コ
ー

ス)

、
１
級(

百
科
老
師
コ
ー
ス)

、
特

級(

マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス)

で
特
級
は
、

地
理
、
政
治
経
済
、
歴
史
、
文
化
・

芸
術
・
風
俗
習
慣
の
４
分
野
か
ら
１

分
野
を
選
択
し
ま
す
。

コ
ロ
ナ
感
染
対
策
は
受
験
者
・
要

員
の
マ
ス
ク
着
用
・
検
温
・
消
毒
と

蜜
を
避
け
る
対
策
を
徹
底
し
ま
す
。

西
支
部
は
中
国
を
知
る
学
習
会
を

企
画
し
ま
し
た
。
日
中
カ
レ
ン
ダ
ー

の
写
真
を
見
な
が
ら
、
中
国
各
地
の

地
理
や
歴
史
を
学
び
ま
す
。
講
師
は

前
回
に
引
き
続
き
、
中
国
百
科
検
定

試
験
特
級(

マ
ス
タ
ー
コ
ー
ス)

の

井
上
正
道
さ
ん
が
担
当
し
ま
す
。

大
阪
府
連
２
０
５
号
室

10
月
17
日(

日)

２
時

第
１
１
５
期
中
国
語
講
座
が
10
月

４
日
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
無
料
入
門

レ
ッ
ス
ン
は
９
月
28
日
（
火
）
10
時

か
ら
と
10
月
１
日
（
金
）
６
時
半
か

ら
府
連
教
室
で
行
い
ま
す
。
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中
国
百
科
検
定
試
験

受
験
申
し
込
み
始
ま
る

８
月
20
日
、
福
岡
県
連
主
催
の
オ

ン
ラ
イ
ン
学
習
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

浅
野
慎
一
教
授
の
講
演
で
は
、
先
生

自
身
が
長
年
に
亘
り
取
り
組
ま
れ
て

い
る
実
態
調
査
を
基
に
お
話
し
さ
れ
、

そ
れ
を
聴
き
多
く
の
こ
と
を
学
ば
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

「
長
年
の
運
動
で
実
現
し
た
帰
国
者

支
援
法
が
二
世
・
三
世
に
は
適
用
さ

れ
て
い
な
い
こ
と
」
「
二
世
・
三
世

の
置
か
れ
て
い
る
実
態
は
多
様
で
あ

り
一
括
り
で
論
じ
ら
れ
な
い
こ
と
」

「
中
高
年
で
帰
国
さ
れ
た
二
世
と
そ

の
家
族
は
、
自
立
支
援
も
貧
弱
で
彼

ら
の
生
活
は
一
世
以
上
に
深
刻
で
あ

る
こ
と
」
「
そ
の
家
族
は
、
自
立
支

援
も
貧
弱
で
彼
ら
の
生
活
は
一
世
以

上
に
深
刻
で
あ
る
こ
と
」
「
何
よ
り

も
日
本
政
府
が
二
世
・
三
世
の
人
数

の
把
握
す
ら
怠
っ
て
き
た
こ
と
」
等
々
。

浅
野
教
授
は
講
演
の
中
で
、
帰
国

者
問
題
は
、
戦
争
の
悲
劇
が
も
た
ら

し
た
問
題
で
あ
る
と
同
時
に
、
そ
れ

以
上
に
戦
後
の
と
り
わ
け
日
中
国
交

回
復
後
の
日
本
政
府
の
対
応
に
問
題

が
あ
る
こ
と
を
強
調
さ
れ
ま
し
た
が
、

全
く
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。

二
世
の
方
々
も
高
齢
化
が
進
み
、

そ
の
家
族
も
生
活
困
窮
に
あ
え
い
で

い
る
実
情
を
知
る
に
つ
け
、
早
急
に

支
援
法
適
用
を
政
府
に
迫
ら
ね
ば
な

り
ま
せ
ん
。
日
中
友
好
協
会
は
、

「
市
民
の
会
」
「
帰
国
者
セ
ン
タ
ー
」

と
の
共
同
を
強
め
て
い
か
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。

８
月
24
日
の
城
北
支
部
役
員
会
で

も
こ
の
課
題
を
議
論
し
、
「
請
願
署

名
」
を
支
部
と
し
て
年
内
に
６
０
０

筆
集
め
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

（
城
北
支
部

西
脇
義
彦
）

帰
国
者
二
世
問
題
学
習
会
に
参
加
し
て

２
０
２
０
年
度
支
部
総
会
が
コ

ロ
ナ
の
関
係
で
８
月
20
日
に
開
催

す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

今
回
は
各
種
報
告
と
提
案
を
受

け
質
疑
応
答
。
参
加
者
の
近
況
を

出
し
合
い
交
流
。
帰
国
二
世
の
役

員
か
ら
「
訪
問
介
護
の
会
社
」
を

作
っ
て
８
人
の
職
員
と
仕
事
を
し

て
い
ま
す
が
、
ワ
ク
チ
ン
を
し
な

い
と
い
う
職
員
も
い
て
困
っ
て
い

ま
す
。
そ
れ
と
二
世
た
ち
の
生
活

支
援
署
名
が
始
ま
り
喜
ば
れ
て
い

ま
す
。

情
勢
報
告
の
中
で
「
一
国
二
制

度
」
は
日
本
と
解
釈
が
違
う
、
香

港
の
政
策
は
何
か
、
ま
た
台
湾
に

つ
い
て
も
理
解
が
違
う
な
ど
の
意

見
が
出
て
、
日
本
が
歴
史
や
戦
争

問
題
を
学
習
し
な
い
と
理
解
が
で

き
な
い
、
ま
た
人
に
聞
か
れ
た
り

若
い
人
に
教
え
た
り
す
る
こ
と
も

で
き
な
い
。

中
国
の
人
の
質
問
で
、
日
本
の

学
生
は
ど
ん
な
勉
強
を
し
て
い
る

の
か
、
中
国
の
学
生
も
疑
問
を
抱

い
て
い
る
。

日
中
友
好
協
会
と
中
日
友
好
協

会
は
、
は
っ
き
り
言
っ
て
違
い
が

あ
る
、
学
習
を
す
る
中
で
運
動
を

進
め
た
い
、
力
強
い
内
容
の
総
会

方
針
で
相
互
理
解
を
深
め
、
両
国

民
の
平
和
・
友
好
を
発
展
さ
せ
る

た
め
、
学
習
や
多
彩
な
運
動
を
す

す
め
よ
う
と
提
案
さ
れ
ま
し
た
。

検
討
中
の
支
部
名
の
変
更
は
、

今
総
会
で
東
大
阪
支
部
か
ら
「
中

河
内
支
部
」
へ
変
更
し
ま
し
た
。

当
日
、
衆
議
院
候
補
の
神
野
淳

一
さ
ん
か
ら
ご
挨
拶
が
あ
り
ま
し

た
。
支
部
も
昨
年
の
会
員
数
を
回

復
し
役
員
も
10
名
に
増
や
し
、
浜

正
幸
支
部
長
を
先
頭
に
コ
ロ
ナ
に

負
け
ず
に
頑
張
り
ま
す
。

（
栗
山
俊
子
）

東
大
阪
支
部
名
を

中
河
内
支
部
に
変
更

10
月
28
日(

木)

11
時
か
ら
６
時

11
月
２
日(

火)

は
３
時
半

会
場

ホ
ル
ベ
イ
ン
ギ
ャ
ラ
リ
ー

地
下
鉄
谷
町
９
丁
目
①
⑥
・

近
鉄
上
本
町
⑦
出
口
か
ら
徒
歩
３
分

主
催

全
大
阪
き
り
え
連
絡
会

（
き
り
え
は

五
月
の
節
句
・

石
井
ツ
ル
ミ

さ
ん
）

入
場
料
は

無
料
で
す
。

き
り
え
美
術
展

①

地
理
・
民
族
・
世
界
遺
産

10
月
６
日(

水)

６
時
半

国
労
会
館

２
Ｆ
会
議
室

西
脇
義
彦

特
級
講
師

②

歴
史

10
月
９
日(

土)
２
時
か
ら

国
労
会
館

１
Ｆ
ホ
ー
ル

浜
野

滋

特
級
講
師

➂

文
化

10
月
10
日(

日)

２
時
か
ら

国
労
会
館

２
Ｆ
会
議
室

高
田
佳
誉
子

特
級
講
師

④

経
済
・
産
業

10
月
12
日(

火)

２
時
か
ら

東
京
オ
ン
ラ
イ
ン
講
義

国
労
会
館

２
Ｆ
会
議
室

山
本
恒
人

講
師

３

級

講

座

10
月
13
日
（
水
）
６
時
半

平
松
悦
雄

１
級
講
師

１

級

講

座

10
月
20
日(

水)

６
時
半

高
田
佳
誉
子

特
級
講
師

大
阪
府
連

事
務
所

２
０
５
号
室

百
科
検
定

対
策
講
座

７
月
22
日
「
南
京
事
件
Ⅱ
歴
史

修
正
を
検
証
せ
よ
」
（
Ｎ
Ｎ
Ｎ
テ

レ
ビ
）
の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映

像
の
視
聴
学
習
会
を
お
こ
な
い
ま

し
た
。
（
７
名
参
加
）

敗
戦
直
前
の
１
９
４
５
年
８
月

１
日
、
連
合
軍
が
来
る
前
に
軍
の

機
密
書
類
を
燃
や
せ
と
の
命
令
が

だ
さ
れ
ま
し
た
。

年
を
経
た
１
９
９
６
年
に
防
衛

省
の
倉
庫
か
ら
書
類
の
焼
け
残
り

が
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ
の
中
の

「
南
京
攻
略
ス
」
の
文
字
が
画
面

い
っ
ぱ
い
に
映
し
出
さ
れ
ま
す
。

デ
ィ
レ
ク
タ
ー
の
清
水
潔
さ
ん

が
27
年
も
か
け
て
集
め
た
元
兵
士

の
陣
中
日
記
（
30
冊
以
上
確
認
）

や
虐
殺
に
関
わ
っ
た
元
兵
士
の

「
捕
虜
の
虐
殺
は
悪
い
と
も
か
わ

い
そ
う
と
も
思
わ
な
か
っ
た
。
」

の
肉
声
。

清
水
さ
ん
は
現
地
に
何
度
も
足

を
運
び
調
査
し
、
１
９
３
７
年
12

月
16
・
17
日
の
２
日
間
に
わ
た
り

海
軍
倉
庫
か
ら
揚
子
江
対
岸
に
連

行
し
た
５
０
０
０
名
も
の
捕
虜
を

銃
殺
し
た
様
子
を
Ｃ
Ｇ
で
再
現
。

映
像
は
生
々
し
く
せ
ま
っ
て
き

ま
し
た
。
事
実
の
重
み
を
検
証
す

る
た
め
の
こ
れ
ら
の
証
言
や
映
像

は
「
南
京
虐
殺
は
な
か
っ
た
」
と

の
声
へ
の
反
論
に
な
る
と
確
証
が

も
て
ま
し
た
。

（
浅
田
美
奈
子
）

女
性
部

南
京
事
件
を
映
像
で
視
る

中
国
を
知
る
学
習
会

百
科
検
定

級
別
講
座

10
月
か
ら
中
国
語
講
座
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国
際
融
和
と

協
調
の
顔
・
２

昨
年
11
月
、
日
中
韓
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ

Ｎ
、
豪
州
・
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
の

15
カ
国
が
参
加
す
る
Ｒ
Ｃ
Ｅ
Ｐ
（
東

ア
ジ
ア
包
括
的
経
済
連
携
）
が
締
結

さ
れ
、
世
界
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
お
よ
び
人
口

の
３
割
を
占
め
る
広
域
経
済
圏
に
道

が
拓
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
排
他
的
な
中
国
包
囲
網
を

構
想
す
る
日
・
米
・
豪
・
印
に
よ
る

戦
略
的
対
話
（
Ｑ
ｕ
ａ
ｄ
）
と
は
対

照
的
な
存
在
と
な
る
も
の
で
す
。
中

国
は
自
由
貿
易
の
拡
大
と
国
際
協
調

の
担
い
手
と
な
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

米
国
流
「
全
面
対
決
」
路
線
を
は
ね

返
そ
う
と
し
て
い
る
の
で
す
。

「
強
面
」
か
「
国
際
融
和
」
か

一
体
ど
っ
ち
な
の
か

中
国
の
本
音
は
「
現
代
化
達
成
の

土
台
は
国
際
関
係
の
長
期
安
定
」
に

あ
り
、
と
筆
者
は
考
え
て
い
ま
す
。

１
９
７
９
年
以
来
の
中
国
「
改
革

開
放
40
年
」
が
世
界
第
２
の
経
済
大

国
を
実
現
さ
せ
た
よ
う
に
、
２
０
５

０
年
に
世
界
を
代
表
す
る
現
代
的
先

進
国
と
な
る
必
要
条
件
は
今
後
30
年

間
に
わ
た
っ
て
中
国
の
国
際
的
環
境

が
安
定
し
続
け
る
こ
と
で
す
。

そ
の
安
定
が
あ
っ
て
こ
そ
、
人
口

の
高
齢
化
対
応
、
経
済
格
差
の
解
決

（
と
く
に
都
市
・
農
村
二
重
構
造
の

解
消
）
、
技
術
発
展
、
環
境
保
全
と

資
源
条
件
に
優
し
い
効
率
的
経
済
、

民
族
間
の
融
和
な
ど
を
、
強
権
主
義

で
は
な
く
、
国
民
の
合
意
形
成
と
民

主
的
手
段
に
よ
っ
て
模
索
、
解
決
し

て
い
く
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

中
国
共
産
党
の
統
治
能
力
が
本
当

に
試
さ
れ
る
時
代
の
到
来
で
す
。
こ

れ
ま
で
の
よ
う
に
国
際
関
係
の
緊
張

を
バ
ネ
に
国
民
的
総
動
員
を
か
け
て

ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
力
で
乗
り
切
っ

て
い
く
時
代
は
去
っ
た
の
で
す
。

ア
メ
リ
カ
も
中
国
の
実
力
を

知
っ
て
い
る

「
民
主
主
義
対
専
制
主
義
」
と
い

う
価
値
観
の
違
い
の
強
調
は
、
イ
デ

オ
ロ
ギ
ー
対
立
を
増
幅
す
る
し
か
な

く
、
対
立
を
解
消
し
対
話
を
生
み
出

す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
行
き
着
く

先
は
力
に
よ
る
解
決
と
な
り
、
世
界

の
破
滅
し
か
描
け
ま
せ
ん
。

確
か
に
ア
メ
リ
カ
の
軍
事
的
優
位

は
揺
る
ぎ
な
い
も
の
で
す
が
、
経
済

的
に
見
れ
ば
先
進
７
カ
国
G7
の
Ｇ
Ｄ

Ｐ
世
界
シ
ェ
ア
は
７
割
（
１
９
８
７

年
）
か
ら
４
割
（
現
在
）
に
落
ち
込

み
、
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
ア
メ
リ
カ
の

７
割
に
達
し
て
い
る
の
で
す
。

実
力
が
接
近
し
た
大
国
同
士
が
対

立
を
極
限
化
し
て
し
ま
う
「
罠
」
か

ら
抜
け
出
る
道
は
、
相
互
の
リ
ス
ペ

ク
ト
と
信
頼
し
か
あ
り
え
な
い
の
で

す
。
ア
メ
リ
カ
に
よ
る
「
ひ
と
つ
の

中
国
の
堅
持
」
は
そ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

の
ひ
と
つ
と
い
え
ま
し
ょ
う
。

覇
権
の
交
替
で
は
な
く

覇
権
の
消
滅
を

世
界
の
貧
困
と
格
差
、
地
域
紛
争

や
領
土
・
領
海
対
立
、
気
候
変
動
危

機
、
核
の
廃
絶
な
ど
の
グ
ロ
ー
バ
ル

な
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
、
双
方

が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
執
り
、
価
値

観
の
異
な
る
国
同
士
の
真
の
外
交
交

渉
を
実
現
し
、
世
界
を
牽
引
し
て
も

ら
い
た
い
も
の
で
す
。

（
大
阪
府
連
副
会
長

山
本
恒
人
）

建
国
百
年
に
歩
み
だ
す
中
国

（
下
）

22
年
大
阪
府
連
へ
の
夏
期
募
金

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
８
月
末

現
在
１
支
部
48
名
か
ら
14
万
円
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

川
瀬
浩
一
、
高
瀬
敏
幸
、
松
原
弥
寿

夫
、
副
島
昭
一
、
上
村
得
世
、
久
保

田
万
里
子
、
土
井
一
正
、
岩
田
孝
治
、

添
田
為
三
郎
、
堀
江
幸
雄
、
原
口
範

子
、
山
本
力
、
久
村
元
、
渡
辺
武
、

高
田
佳
誉
子
、
藪
田
茂
、
金
崎
佳
子
、

江
本
幸
雄
、
西
村
成
雄
、
森
雅
克
、

前
田
修
三
郎
、
千
葉
征
慶
、
岡
田
英

樹
、
山
崎
義
郷
、
西
村
勲
、
原
文
夫
、

西
村
幸
次
郎
、
中
原
恵
子
、
江
口
晃
、

今
橋
巳
佐
子
、
植
田
晃
子
、
高
橋
由

紀
江
、
鰺
坂
真
、
下
定
雅
弘
、
荒
岡

啓
子
、
畑
沢
進
、
村
上
紀
子
、
小
林

ひ
と
み
、
中
澤
重
雅
、
布
川
雅
章
、

松
下
員
好
、
大
垣
富
子
、
大
西
武
、

舩
富
忠
彦
、
松
尾
豊
、
平
松
悦
雄
、

西
ふ
み
子
、
西
支
部
、

（
敬
称
略
・
順
不
同
）

８
月
15
日
藤
後
博
巳
さ
ん
の
平

和
記
念
講
演
に
は
、
富
田
林
市
に

加
え
、
河
南
地
域
、
大
阪
市
、
堺

市
な
ど
か
ら
１
５
０
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
「
満
蒙
開
拓
青
少
年
義

勇
軍
」
に
つ
い
て
、
は
じ
め
て
聞

い
た
と
い
う
人
も
多
く
真
剣
に
耳

を
傾
け
て
い
ま
し
た
。
字
幕
や
手

話
も
あ
り
ま
し
た
。
よ
く
準
備
さ

れ
て
、
関
西
テ
レ
ビ
が
取
材
に
来

て
い
ま
し
た
。

講
演
終
了
後
に
は
、
講
演
の
感

想
や
富
田
林
支
部
再
建
の
交
流
会

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。
中
国
へ
の

留
学
経
験
の
あ
る
マ
マ
さ
ん
と
ハ

ル
ピ
ン
出
身
中
国
人
の
お
友
達
は

子
育
て
世
代
で
す
。
中
国
で
商
売

を
や
っ
て
い
た
と
い
う
人
、
中
国

で
日
本
語
を
教

え
て
い
る
人
、

中
国
に
は
一
度

も
行
っ
た
こ
と

が
な
い
が
中
国

人
と
交
流
し
中

国
旅
行
に
行
き

た
い
と
い
う
人

な
ど
で
楽
し
い
交
流
会
で
し
た
。

堺
支
部
長
の
浅
田
さ
ん
が
日
中

友
好
協
会
加
入
の
説
明
を
行
な
い

５
名
が
新
加
入
し
ま
し
た
。
浅
田

さ
ん
は
、
こ
れ
は
日
中
史
上
歴
史

に
残
る
も
の
で
す
と
話
し
ま
し
た
。

富
田
林
支
部
再
建
準
備
会
で
は
、

わ
い
わ
い
新
聞
を
発
行
し
、
支
部

再
建
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

（
堺
支
部

上
村
康
夫
）

平
和
記
念
講
演
に
１
５
０
名

富
田
林
支
部
再
建
を
目
指
し
て

夏
季
募
金
あ
り
が
と
う

昨
年
コ
ロ
ナ
禍
の
な
か
「
あ
せ

ら
ず
、
あ
わ
て
ず
、
あ
き
ら
め
な

い
」
を
合
言
葉
に
は
じ
め
た
陳
式

簡
化
太
極
拳
講
習
会
の
第
１
期
が

８
月
１
日
終
了
し
ま
し
た
。

月
１
回
程
度
、
日
曜
日
、
体
育

館
が
取
れ
た
日
に
実
施
し
ま
し
た

が
、
出
席
は
16
～
17
名
前
後
で
、

ほ
と
ん
ど
の
参
加
者
は
、
あ
き
ら

め
ず
に
最
後
ま
で
続
け
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

36
式
あ
る
形
の
内
や
っ
と
１
段

10
式
迄
進
み
ま
し
た
が
、
２
期
目

も
復
習
を
中
心
に
じ
っ
く
り
進
み

た
い
と
思
い
ま
す
。

太
極
拳
で
功
を
焦
る
の
は
禁
物

で
す
。
じ
っ
く
り
と

長
い
生
涯
を
か
け
て

楽
し
ん
で
学
ん
で
い

く
こ
と
が
大
切
で
す
。

陳
式
の
魅
力
に
つ

い
て
聞
い
て
み
る
と
、

「
基
本
功
が
面
白
い
」

「
動
か
な
い
か
ら
だ

が
少
し
ず
つ
動
け
る

よ
う
に
な
る
と
楽
し

い
」
「
ゆ
っ
く
り
進
ん
で
く
れ
る

の
で
套
路
の
順
番
が
少
し
ず
つ
覚

え
ら
れ
る
」
「
動
き
が
か
っ
こ
い

い
」
「
陳
式
の
特
徴
の
体
を
ひ
ね
っ

た
り
、
ゆ
る
め
て
伸
ば
し
た
り
が

難
し
い
け
ど
太
極
拳
の
原
点
の
よ

う
な
気
が
す
る
」
等
の
感

想
で
す
。

皆
さ
ん
が
感
じ
て
い
る

よ
う
に
、
陳
式
太
極
拳
は
、

動
け
る
体
つ
く
り
に
、
無

理
の
な
い
ぴ
っ
た
り
の
、

運
動
で
す
。
今
は
や
り
の

伸
張
反
射
を
利
用
し
た
動

き
や
、
連
動
し
て
動
く
身

体
作
り
そ
の
た
め
に
は

「
し
な
や
か
に
、
ゆ
る
め

て
動
く
」
こ
と
が
大
切
で

す
。

じ
っ
く
り
前
向
き
の
姿
勢
で
、

コ
ツ
コ
ツ
取
り
組
ん
で
い
る
受
講

生
を
見
る
と
、
逆
に
刺
激
が
も
ら

え
ま
す
。
「
吟
味
・
工
夫
・
鍛
錬
」

し
な
が
ら
太
極
拳
を
楽
し
み
た
い

と
思
い
ま
す
。
（
恒
岡
正
勝
）

陳
式
練
習
会
第
１
期
終
了

あ
き
ら
め
ず
に
第
１
段
10
式
終
了

カ
レ
ン
ダ
ー
「
中
国
悠
久
の
旅
」

は
Ｂ
４
判
・
28
ペ
ー
ジ
中
綴
じ

で
定
価
１
２
０
０
円
で
す
。

府
連
事
務
局
や
各
支
部
で
販

売
し
ま
す
。
中
国
各
地
の
名
所

旧
跡
が
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
カ
レ
ン
ダ
ー

「
中
国
悠
久
の
旅
」


